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国
の
調
査
の
結
果
、
男
性
の

家
事
に
参
加
す
る
時
間
は
、
１

日
当
た
り
42
分
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
（
1
の
グ
ラ
フ
）。

　

平
成
18
年
度
と
比
較
す
る

と
、
男
性
は
ほ
ぼ
全
て
の
年
代

で
家
事
に
関
連
す
る
時
間
が
増

加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
女
性
の
３
時
間
35
分
に
対

し
、
依
然
と
大
き
な
差
が
見
ら

れ
、
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど

の
負
担
は
女
性
に
大
き
く
偏
っ

て
い
ま
す
。

　

男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
を

両
立
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
進

め
る
た
め
に
は
、
男
性
も
積
極

的
に
家
事
に
参
加
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

男
性
が
家
事
に
参
加
す
る
こ

と
に
大
き
く
影
響
す
る
の
が
労

働
時
間
で
す
。

　

男
性
の
30
歳
〜
40
歳
代
は
、

他
の
世
代
よ
り
長
時
間
勤
務
の

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
2

の
グ
ラ
フ
）。

　

男
性
が
家
事
や
子
育
て
な
ど

に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
調
べ
た
結
果
、
最
も
多
か

っ
た
の
は
「
夫
婦
や
家
族
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く

図
る
こ
と
」
で
し
た
。
他
に
も

男
性
自
身
の
家
事
に
対
す
る
意

識
改
革
や
労
働
時
間
の
短
縮
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
仕
事

と
仕
事
以
外
の
生
活
（
家
事
・

育
児
・
地
域
活
動
な
ど
）
と
の

調
和
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

※「家事場のパパヂカラ」は、国の平成26年度「男女共同参画週間」のキャッチフレーズです。

ラ
ン
ス
」
へ
の
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

　

本
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推

進
す
る
た
め
、
次
の
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
企
業
向
け

▽
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
や
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
配
布
。

▽
男
女
の
性
別
に
関
わ
り
な

く
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
者
を
「
き
ら
り
大
賞
」
と

し
て
表
彰
。

■
市
民
向
け

▽
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
（
明
保
野
町
）
な
ど
で
、
男

性
の
家
庭
参
画
促
進
講
座
な
ど

各
種
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
は
、
個
人
や
年
代
に
よ
っ
て

異
な
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の

理
想
と
す
る
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

を
も
う
一
度
考
え
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
践

し
、「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」

を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
男
女
共
同
参
画
課
☎（
632
）２

３
４
６

◎男女共同参画パネル展　▽期日　6月20～29日▽会場　男女共同参画推進センター（明保野町）▽内容　平
成25年度男女共同参画社会づくり標語・4コマまんがコンクール入賞作品や、男女共同参画意識を図るためのパネ
ルなどの展示。問男女共同参画推進センター☎（636）4075

▲男性の家族参画促進講座
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ワ
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男
性
の
３０
歳
〜
４０
歳
代
に
多
い

長
時
間
勤
務

理
想
の
バ
ラ
ン
ス
に
向
け
て

一
歩
ず
つ

■
日
本
政
策
金
融
公
庫
宇
都

宮
支
店

▽
有
休
取
得
推
進
▽
女
性
管

理
職
候
補
者
の
育
成
。

■
カ
ル
ビ
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新
宇
都
宮
工
場

▽
時
短
勤
務
チ
ー
ム
創
設
▽
他

工
場
や
他
社
と
の
情
報
交
換
。

■
デ
ュ
ポ
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宇
都
宮
事
業
所

▽
コ
ア
タ
イ
ム
の
な
い
フ
レ
ッ
ク

ス
勤
務
▽
女
性
管
理
職
候
補

者
の
育
成
。

■
栃
木
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム

▽
有
休
取
得
推
進
▽
女
性
活

躍
推
進
協
議
会
へ
の
参
加
。

平
成
25
年
度
き
ら
り
大
賞
受
賞

事
業
者
の
主
な
取
り
組
み

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、女
性
の
社
会
進
出

を
推
進
す
る
一
方
、家
庭
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う

男
性
の
意
識
・
行
動
も
重
要
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の「
仕
事
」と

「
家
庭
」の
両
立
に
つ
い
て
、も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

６月23～29日は男女共同参画週間

　次男が生まれ、妻が実家から戻ってきたタイミングで、1カ月間

の育児休業を取得しました。取得の半年くらい前には上司と相

談し、業務の調整や周囲の協力も得られたので、安心して育児

に専念することができました。

　育児休業中の私の役割りは、幼稚園に通う長男（当時4

歳）のお世話。毎日の送迎と遊び、合い間の買い物・洗濯など

の家事をこなすとあっという間に1日が終わってしまい、まさに育

児に休暇なしといった日々 でした。夜は子どもを寝かし付けてい

るつもりが、自分も寝てしまうほどくたくたでしたが、物心つくこの

時期にかけがえのない時間を共有できたことで、記憶の中に父

親としての役割りと存在感を残せたのではないかと思っています。

イクメン奮闘
記

かけがえのない時間を共有

花房1丁目の30代男性
妻、長男（5歳）、次男（1歳）の4人家族
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1男女、年齢階級別
　　　　一日当たりの家事関連時間（平成18・23年）

2労働時間が週60時間以上の
　　　　労働者の割合（男女別・年代別）
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出典 ： 平成24年労働力調査（総務省統計局）

出典 ： 平成23年社会生活
基本調査（総務省統計局）

85
歳
以
上

80
〜
84

75
〜
79

70
〜
74

65
〜
69

60
〜
64

55
〜
59

50
〜
54

45
〜
49

40
〜
44

35
〜
39

30
〜
34

25
〜
29

20
〜
24

15
〜
19

10
〜
14

平成18年男性
平成23年男性
平成18年女性
平成23年女性

■平成23年度平均
▽男性　42分
▽女性　3時間35分

▲佐瀬潤一さん・うららちゃん・の
のかちゃん（御幸ヶ原町）「休日は子
どもと一緒に遊んでいます」

▲飯田昌英さん・成美ちゃん（駅前通
り5丁目）「保育園の送り迎えをしてい
ます。休日や時間があるときは子ども
と一緒に過ごすようにしています。共
働きなので、妻が1人の時間を持てる
ようにしています」

▼渡辺泰成さん・光琉くん（宝木本町）
「下の子が小さいので、上の子の面倒
を見ています。他にも、ゴミ出しやお
風呂洗いなど家事を手伝っています」

やすまさ ひかる

▼西尾有司さん・花楓ちゃん・遥花ち
ゃん（上戸祭町）「妻の仕事が忙しいの
で、家事全般を手伝っています。時間
が取れればみんなで遊びに行くよう
にしています」

ゆう かえで はるかし

八幡山公園（塙田5丁目）で、休日を子どもと過ごしているお父さんたちに、子育てなど家事について聞きました。

1子どもとお母さんの生活パターンを把
握しよう　生活パターンを知るとこんな
良いことがあります。▽寝かしつける時間
に帰宅し、子どもを起こしてしまうことが

なくなる▽この時間に帰れば
お風呂に入れてあげられるな
ど、予定が組みやすくなる。
2育児を楽しもう　子どもと
一緒に過ごす時間はかけがえ
のないもの。何でもチャレンジ
することで「パパヂカラ」を発
揮してみませんか。
3コミュニケーションが大切
　お母さんへ「いつも頑張っ
てくれてありがとう」「子ども
は見ているから、出掛けてき
たら」など、ちょっとしたやさし
さと1人の自由な時間。これだ
けで、育児中のお母さんのス
トレスはかなり軽減されます。

イクメンになるための
3つのポイント

イクメンになるための
3つのポイント

男性

女性

なる み
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出典 ： 平成23年社会生活
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■平成23年度平均
▽男性　42分
▽女性　3時間35分

▲佐瀬潤一さん・うららちゃん・の
のかちゃん（御幸ヶ原町）「休日は子
どもと一緒に遊んでいます」

▲飯田昌英さん・成美ちゃん（駅前通
り5丁目）「保育園の送り迎えをしてい
ます。休日や時間があるときは子ども
と一緒に過ごすようにしています。共
働きなので、妻が1人の時間を持てる
ようにしています」

▼渡辺泰成さん・光琉くん（宝木本町）
「下の子が小さいので、上の子の面倒
を見ています。他にも、ゴミ出しやお
風呂洗いなど家事を手伝っています」

やすまさ ひかる

▼西尾有司さん・花楓ちゃん・遥花ち
ゃん（上戸祭町）「妻の仕事が忙しいの
で、家事全般を手伝っています。時間
が取れればみんなで遊びに行くよう
にしています」

ゆう かえで はるかし

八幡山公園（塙田5丁目）で、休日を子どもと過ごしているお父さんたちに、子育てなど家事について聞きました。

1子どもとお母さんの生活パターンを把
握しよう　生活パターンを知るとこんな
良いことがあります。▽寝かしつける時間
に帰宅し、子どもを起こしてしまうことが

なくなる▽この時間に帰れば
お風呂に入れてあげられるな
ど、予定が組みやすくなる。
2育児を楽しもう　子どもと
一緒に過ごす時間はかけがえ
のないもの。何でもチャレンジ
することで「パパヂカラ」を発
揮してみませんか。
3コミュニケーションが大切
　お母さんへ「いつも頑張っ
てくれてありがとう」「子ども
は見ているから、出掛けてき
たら」など、ちょっとしたやさし
さと1人の自由な時間。これだ
けで、育児中のお母さんのス
トレスはかなり軽減されます。

イクメンになるための
3つのポイント

イクメンになるための
3つのポイント

男性

女性

なる み


